
申請項目：①②④⑥

1.コロナ禍でも前に歩み続けた川崎青年部の挑戦

～設立50周年記念大会～
2020年に、川崎青年部は設立50周年を迎えました。

この貴重な機会を、いかに、出席率を高め、一致団結して迎えられるか。

いかに、会員ひとりひとりの記憶に残る記念大会にできるか。

青年部会員の意識向上と実行力を高めるため、2018年より様々な取り組みをしてまいりました。
2020年2月コロナ禍のため延期となりましたが、2021年11月延期開催に向けて新たに挑戦した会員
同士の絆を深めるための企画、多くの方のお力添えのもと記念大会を開催することができました。

2018年

2019年 5月～7月

４つの委員会 による

青年部内リレー茶会

「あなたが必要です…大作戦」

設立50周年プレ行事

青年部会員のための

「川崎青年部の歴史を知る

勉強会」
◆青年部創設当時の話

◆恒例行事の経緯

◆青年部の魅力 発見！

◆委員会の結束力ＵＰ

◆会員ひとりひとりが

主体となって取り組む→実行力ＵＰ

実行委員会発足

◆総務部門（案内状、記念誌作成）

◆式典部門（式典、プロジェクター）

◆茶会部門（帛紗作り、お菓子）

◆懇親会部門（パプリカ（川崎ver）、クイズ）

◆座談会チーム（映像編集）

◆懇親会神８チーム（パプリカ♪レッスン）

４つの委員会を２班に分けて

青年部席 ”50年を振り返る” ７席！

「あなたがいないと…

お茶会できません！…大作戦」

大先輩方による青年部発足当時のご講演

2019年 5月

♪パプリカダンスレッスン 決起大会帛紗作り2019年

決起大会2019年 12月

2018年

◆川崎青年部ロゴマーク

お披露目！

◆ロゴマーク入り「帛紗作り」

◆青年部席チーム打ち合わせ

◆親睦懇親会

設立50周年記念大会への道のり



コロナ禍で会える機会が少なくなりました。

そこで！記念大会に向けて士気を高めるため

オープニング映像制作！

「会員の絆を深める…大作戦」

◆川崎市内７か所の紹介

◆オンラインハンズクラップ撮影

◆パプリカ（川崎青年部50周年ver.）

◆目指せ！ 全員の笑顔撮影

2020年 1月
本番まで 残り１か月

ラストスパート！

しかし…

ジワリジワリ と

コロナの脅威が

忍び寄る。。。

開催３日前に

開催延期決定

2020年

2月21日 号泣した

数時間後…
キャンセル料

発生の現実💦
とりあえず

笑ってみる

最後の(予定だった…)

全体会議開催

2020年

2月26日
2020年8月23日

延期開催決定！

しかし

コロナ感染拡大は

止まらず…

６月…延期開催

中止決定

2020年11月

2021年11月20日

再延期開催決定！

2021年

8月～10月

各チームによる オンライン打ち合わせ＆撮影スケジュール
8月28日 ⇒ Ｂチーム打ち合わせ

8月29日 ⇒ Ａチーム打ち合わせ、Ｇチーム打ち合わせ

9月 5日 ⇒ Ｃチーム打ち合わせ、パプリカ練習

9月11日 ⇒ Ｆチーム打ち合わせ

9月12日 ⇒ Ｅチーム打ち合わせ、Ｇチームオンライン撮影

9月20日 ⇒ Ｇチーム（川崎マリエン）、Ｆチーム打ち合わせ、パプリカ撮影

9月23日 ⇒ Ｂチーム（藤子･Ｆ･不二雄ミュージアム）、Ａチーム（生田緑地）

10月2日 ⇒ Ｆチーム（等々力陸上競技場）、Ｅチーム（川崎駅周辺10/13共）

10月3日 ⇒ Ａチームオンライン撮影

10月10日⇒ Ｃチーム（多摩川）

10月16日⇒ Ｄチームオンライン撮影

10月19日⇒ Ｃチームオンライン撮影

10月23日⇒ Ｄチーム（川崎大師）

10月30日⇒ パプリカ オンライン撮影

10月31日⇒ パプリカ（六郷土手）

しかし１年半の歳月は残酷でした。。。

実行委員の大半が出席不可の現実。

コロナの感染拡大は依然止まらず

「本当に開催できるのだろうか…」

不安の声も聞こえ始める。

2021年5月

笑顔

溢れる

映像

データ

編集作業



＜オープニング映像撮影の 一部ご紹介＞

Ｆチーム：等々力陸上競技場 ～ピクトグラム～

TOKYOオリンピック2020開会式でのパフォーマンス

で登場したピクトグラムをオマージュ。等々力競技場内

施設でできるスポーツの紹介を行いました。

Ｃチーム：多摩川 ～ゴジラ～

庵野秀明監督の映画「シン・ゴジラ」のラスト、ゴジラ

との戦闘シーンは、多摩川浅間神社が舞台。映画撮影風

に絵コンテを考え、多摩川沿いにある”絵になる”施設

と橋を紹介しました。

記念茶会青年部席７席 式典クロージング♪パプリカ

川崎青年部

一致団結！

総力をもって笑顔で

お出迎え

未来へ
次なる歴史へ第一歩！

これから 出会う
出来事、仲間へ

希望を胸に！

パプリカ 歌詞（2019年作詞）

（川崎青年部50周年バージョン）

曲がりくねり ５０年

あちらこちらを 駆けまわる

お菓子運び お茶を点てて

誰かが呼んでいる

春が来る ご供茶する

宗家に会いたい

見つけたのは 敬史様

さぁ 一緒にお祝いだ～

＜サビ＞

かわさき 花が咲いたら

あーっという間に５０年

かわさき 花を咲かせよう

100年 1000年 未来へ続け

曲がりくねり 切磋琢磨

橘樹の森で高め合う

２つ分かれ また１つに

精進しています

笑いあり 涙あり

思い出がいっぱい

見つけたのはいい仲間

Ａｈ いつでも楽しいな～

＜サビリピート＞

会いに行くよ 並木を抜けて

歌を歌って

手にはいっぱいのお茶を抱えて

らるらりら （リピート）

かわさき 夜が更けたら

仲間と共に 宴しよう

ハレルヤ 永遠に続くために

力あわせて 仲間を増やせ

茶筅ふる人 この指とまれ

11月20日

大会当日

オープニング映像 ＱＲコード

延期開催に向けて制作しましたオープ

ニング映像を左記ＱＲコードで見られ

るようにしました。10分ほどの映像にな

ります。ご覧いただけましたら幸いです。



２.コロナ禍でも前に歩み続けた川崎青年部の挑戦

例年・・・6月～10月までの全5回開催（第5回は「修了茶会」としてお茶会形式で開催）

令和2年度・・・全日程中止

令和3年度・・・コロナの状況をみながら3回開催！修了茶会（テーマ「ハロウィン」）

令和4年度・・・予定通り開催中

指物師 一瀬小兵衞先生

京都の工房からご講演

行松宏展氏

石川のお店からご講演

お茶会に向けて ◆◆テーマ 〔不思議の国のアリス〕◆◆

◆打合せは毎週末オンラインで行った

◆画面越しに手持ちのお道具を見せ合いイメージを膨らませた

◆当日参加できない会員も打合せに積極的に参加

申請項目：②⑥⑦

コロナ禍での開催に向けて工夫した点

◆未就学児の受入を中止し、小学生以上を対象として開催

子供たちの笑顔に

会えました♪

【継続事業の挑戦】

キッズかわさきマナー教室

受け入れ人数を減

らしたことで

完全マンツーマン

のお稽古が実現

講師にご協力いただいたこと

◆手元カメラの設置

◆WiFi環境の増設

主客ともに笑顔溢れるお茶会になりました♪

◆青年部ならではの遊び心いっぱいのお席に

◆育成委員会の先生方をご招待

オンラインの魅力

◆お子様・家族と自宅から参加

◆遠く離れた沖縄青年部との合同行事

【令和3年度 オンライン行事に挑戦】

オンライン教養講座

沖縄青年部さんと合同開催～このご縁を今後に繋げたい～

指物師のお話を聞きたい！

会員の希望から実現した行事

【令和4年度 お茶会に挑戦】

委員会主催のミニ茶会

2021/12/12

2022/5/29

～青年部内行事～

修了茶会

2021/8/29

仕上げ（磨き）の

体験（ｺｰｽﾀｰ）

薄茶席

香煎席



申請項目：①

3.コロナ禍でも前に歩み続けた川崎青年部の挑戦

～次年度への引継ぎ～

川崎青年部はコロナ禍でも前に歩み続ける事を合言葉に、2年間活動して参りました。2021年は委

員会毎に教養講座を青年部内限定で開催しました。そして、2022年はミニ茶会を委員会毎に開催

し、お客様を青年部会員さん、そして育成委員会の先生方を招いて主催しました。行事を企画・

運営することで会員さん同士の絆を深めることができ、コロナ禍で沈んでいる日常に少しでも楽

しみやワクワクを提供ができました。また、行事報告書、会計や広報も会員さんが担うことで、

次世のリーダーを委員会活動の積み重ねにより育成することが出来ました。

その流れを次年度に反映すべく、記録を残す事。組織の継承する事を進めて参りました。

ｖ

定例役員会開催、議案フォーム取入

ｖ

川崎青年部組織の継承

ｖ川崎青年部の組織のブラッシュアップ

◆川崎青年部代々の良さを生かしつつ、その時代にそぐった組織作りをしてきました。

キッズ委員会

旧組織（2016年）

事業委員会

総務委員会

広報委員会

前期組織（2018年） 新組織（今期）

第一委員会

第二委員会

キッズ担当

メディアチーム

機能ごとの委員会 キッズ委員会の廃止 メディア取り入れ

第一委員会

第二委員会

第三委員会

第四委員会

◆事前に年間スジュールを確定

◆オンラインで確実な開催

◆googleフォームで保記録存・管理

定例役員会開催

◆オリジナル議案書を作成

◆目的意識を持たせる

◆記録を残して次年度へ活かす

議案フォーム活用


